たんぽぽ保育園　災害時危機管理マニュアル

室内で保育中地震が発生した場合

1. 園児の安全確保のため、一ヶ所に園児を集め、防災頭巾（布団などで代用可）を被せる。

2. 職員はすみやかに園児の確認（人数、健康状態など）をし，あわせて火の始末、玄関のドアと非常口いつでも避難できるようにあけ、停電に備える。

3. 職員も同様に自身の安全確保を行い、落ち着くまで園内にて待機する。

4. テレビをオンにして、情報収集をする。

5. あわせて、避難用のお散歩カーを準備し、乗せやすいところに移動させる。

6. 避難用の持ち出しリュックの準備とヘルメット、防災頭巾の着用確認をおこない、いつでも避難できるようにする。

7. 避難が必要と判断した場合は、すみやかに脱出の準備を始める。

8. 準備が整い次第、準じに子どもをお散歩カーに乗せる。

9. 職員は園児の緊急連絡ファイル避難用のリュックを携帯し、子どもが残っていないかを確認する。

10. 携帯電話を携帯する。

11. 避難場所　徳丸小学校

12. 避難場所に到着し子どもの点呼、ならびに健康状態確認おこなう。

13. 避難場所到着後、可能な方法で保護者、職員へ状況を報告する。

14. あわせて、災害伝言ダイヤルへ録音をする、ならびにブログにて報告する。

子どもの安全の確保を最優先とし、原則として火事などの危険がない限り、及び著しい損傷がない場合は、園内に待機し保護者のお迎えを待ちます。火災などの危険がある場合は、避難場所へ移動します。

震災発生したときに電話対応について

安否確認のための電話はいつでも受け付け可能です。しかしながら、園児の安全を優先している場合いおいては、お待たせする事もあるかと存じますのでご理解のほどよろしくお願い申し上げます。その他、保育園ではいつもご利用している電話以外携帯電話もございますので、そちらにかけて下さる事も可能です。

東日本大震災時においては、携帯ともに電話が繋がらず、使用が困難な状況になりました。メールは比較的に繋がりやすい状況もございましたので、緊急な連絡の場合は、保育園の携帯やパソコンのアドレス宛てにご連絡をいただくことも可能です。しかしながら、こちらも園児の安全確保を最優先しますので、返信に時間を要すこともあります。あらかじめご理解賜りますようお願い申し上げます。

ホームページ上にて、園より安否状況について

ブログを閲覧できる環境にある方は、チェックをお願いします。

ただし、園児の安全確保が何よりも優先されますので、状況案内にタイムラグが生じる場合もありますこと予めご了承くださいませ。

災害伝言ダイアルに安否状況を登録します。
被災地として東京が認定されない場合については、使用ができません。

保護者の方が到着するまで、園にてお子様をお預かりします。
保護者が帰宅困難となり、かつお迎えを行う方がいなかった場合、園にてお子様をお預かりさせていただきます。帰宅困難が確定した時点で、ご連絡をお願いします。

※この場合、事前にご連絡をいただいていない方がお迎えに来られた場合、御引き渡しは 致しかねますこと、予めご了承くださいませ。

●　たんぽぽ保育園　03-6751-6866

tanpopo@iiku.sakura.ne.jp
●　たんぽぽ保育園携帯　080-6566-1756

tanpopo715@ezweb.ne.jp
